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◆JBpress「日本初の株式会社誰がつくった？」柳原三佳 

     https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/56098 
◆JBpress「『開成』創立者・佐野鼎の顕彰碑が富士市に建立」

柳原三佳 https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/67423 
 
◆日テレBS「歴史捜査・幕臣小栗忠順の死の謎を追え」片岡愛之

助・村上泰賢 https://www.youtube.com/watch?v=neyt2cXMixI 
◆読売新聞オンライン「『青天を衝け』でもっと見たかった…小

栗忠順が日本近代化に果たしたすごい功績」丸山淳一 https://

www.yomiuri.co.jp/column/japanesehistory/20210913-

OYT8T50046/articles/-/67423 

◆「日米修好通商条約は不平等条約にあらず＝明治政府の歴史捏

造」穂高健一 2015年3月 2日（上下） http://www.hodaka-
kenich.com/history/index_20.php 

◆プレジデントオンライン「明治維新は薩長によるテロだった」

初めて大河ドラマでそう描いたNHKをもっと褒めよう 香原斗志

https://president.jp/articles/-/50648 

  

 

 コロナ禍で２年休止した「小栗まつり」を今年は実施の予

定です。お楽しみの昼市会場ですが、軽食販売はありません

ので各自で して下さい。休憩テントは東善寺に

設けます。 

◆直前に中止し、「墓前祭のみ実施」もあり得ます。HP東

善寺などで確認してください。 

 

●午前１０時～ 倉渕小学校で 

式典 挨拶・祝辞  

講演 ノンフィクション作家 柳原三佳 先生  

『開成をつくった男・佐野鼎かなえ』の取材

から見えてきた小栗忠順との接点 

 

●午後１時～ 東善寺で 

墓前祭 挨拶・読経・参列者献香 どなたもどうぞ 

演奏 
 

 

●  １１時ころ～ 東善寺境内 

地元特産物、野菜など ＊今回、軽食販売はありません。
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●  ノンフィクション作家 柳原三佳先生 

 近著『開成をつくった男・佐野鼎かなえ』（講談社）や

これまでに交通事故、司法問題等を主なテーマに取材

を続け、雑誌、書籍、ネット等で執筆。佐野鼎の傍系

子孫 

 主な著書：『これでいいのか自動車保険』（朝日新

聞社）/『私は虐待していない 検証 揺

さぶられっこ症候群』（講談社）/『柴犬

マイちゃんへの手紙～無謀運転でふたりの

男の子を失った家族と愛犬の物語』（講談

社）/『家族のもとへ、あなたを帰す；東

日本大震災犠牲者約1万9000名、歯科医師

たちの身元究明』（ＷＡＶＥ出版）ほかた

くさん 

●佐野 鼎
かなえ

 金沢藩の砲術指南役で万延元

年遣米使節に随行。『万延元年訪米日記』

や手紙に船中で憧れの小栗公と会話できた

喜びを記録。帰国後、砲術ではなく教育が

国を守り、国を創ると考え開成学園の前身「共立学校」を設立、

東京大学合格者トップで政官財界に人材を送る学園の基礎を築い

たが、明治10年にコレラのため49歳で死去。 

  小栗まつり小栗まつり  
主催：小栗上野介顕彰会 共催：東善寺  ５月２２日（日） 

 

 

◆小栗まつり ボランティア募集 

前日（土）13：30分集合 テント張り、テーブルイスのセッティン

グ、参道の清掃など。 

・遠方の方は温泉付き宿泊可／雨具、作業服、着替えなど持参／事

前予約制→東善寺へ 

 

◆小栗まつり 昼市出店募集 

手作り品などの出店歓迎／テント・テーブルは貸します／出店料無

料／事前予約制→5月15日までに東善寺へ 



 

「たつなみ会」会員様  

◆郵便局への「転居届」は宅配業者には伝わりません。転居された

ら、直接東善寺へハガキ・メールでお知らせください。 

―――東善寺

 倉渕町の小栗上野介顕彰会ではさまざまな顕彰活動をしていますが、地域の人口減で顕彰会員も減っております。東善寺の

「たつなみ会」会員には顕彰会機関誌『たつなみ』を発行のつど顕彰会から購入してお送りし、誌代が顕彰会の活動資金に役

立っています。また東善寺発行の「小栗上野介情報」や「東善寺だより」などで、小栗上野介・幕末関連の最新情報をお送り

します。      □たつなみ会 ：

   おススメの本
 若林悠『風刺画が描いたJAPAN-世界が見た近代日本』 
              国書刊行会 4,180円 

 

◆ 風刺画研究家の大津市・若林悠氏は近刊の編著『風刺画が描い

たJAPAN』で、浮世絵師河鍋暁斎かわなべきょうさいが明治維新直後に描

いた「大津之連中睡眠の図」に小栗上野介とみられる人物がいる、

としている。 

◆絵は着物の柄

や当時はやった

事物をヒントに

誰や何が描かれ

ているかを当て

さ せ る「判 じ

絵」スタイル。

絵の左半分が旧

幕府、右半分が

明治新政府側。

左上部の鼻が高

い人物は外国

人。 

◆腹を出して座る槍持ち奴の口に錠がかけ

られて、発言を封じられた姿になってい

る。槍の穂先がイガ栗と栗の葉で小栗上野

介とわかるという。小栗の前でノンキに耳

を掘ってもらっているのが14代将軍家茂

で、耳ほりの赤い着物の女性が皇女和宮。

赤いハンテンのサルは脇にヒョウタンがあ

るから、ヒョウタンナマズのようにのらり

くらりと政治を行った阿部正弘。杖を突き

先がよく見えないあんま姿は、「めし三十

二文」で三十二万石の福井藩主松平春嶽と

のこと。 

◆「…歴史は勝者が伝える」として若林氏

は「幕府重鎮の中の非常な先見性と実行力

を備えた人々の活躍は、正当な評価を受けない。不当評価の筆頭は

フランス式軍制を導入し、日本初の造船所（横須賀製鉄所）や築地

ホテルの建設などの近代化を猛然と行っていた小栗上野介の功績だ

ろう。…」として「進める改革のあまりの速さについていけなかっ

た平凡な幕臣たちと、近代化を自分たちの専売特許にしたい尊王攘

夷派の狭間にあって、優秀すぎた旗本は罪無くして斬首され、勝っ

た尊王攘夷派の語る歴史観の中で意図的に消されていった。…」 

     おススメの本   

津田左右吉著 

『 』 
   毎日ワンズ 1400円 

◆たとえば、攘夷運動のテロについて  

「･･･おのれらの党派に属せずして意見

や行動を異にするものを奸物と称してそ

れを排撃することはシナの知識人官僚な

どの党争において、往々見るところであ

り、我が邦でも学問が盛んであるといわれていたミト（水戸）にそ

の著しい例があるが、この頃の志士浪人輩にもまたそれがあるの

みならず、いわゆる奸物をほしいままに殺戮さつりくしてそれを誇

るのが彼らの常習であって、有名無名の士人でその禍わざわいに罹か

かったものは甚はなはだ多い。」 

    注：禍に罹った…テロの被害者となって殺戮されたこと 

◆またたとえば、勝海舟の偏狭な見解について 

「さてカツ（勝海舟）はその日記において幕府の当局者を断えず罵

倒ばとうしているが、それにどれだけの確実な根拠があったのか。

当時の勘定奉行オグリ（小栗上野介）を”大邪”といっているのはフ

ランスから金を借りようとしたためのようであるが、起債を外国

においてするのはヨーロッパの一般の例であるから、カツがその

方策に賛成しないならばそれは意見の違いであって、オグリの人

物を邪とする理由にはならぬ。”その見るところが狭小で天下の

大勢に通じない”ともいっているが、これもまた同様であって、

人によっては、オグリの遠大の識見と有為ゆういの気象とトクガワ

（德川）氏に対して抱いていた熱情とを賛美している。この方が彼

の経歴と功績から見て当たっているようである…」     

PR動画 

◆「小栗上野介の里」 

◆「小栗上野介の墓」編 

◆「小栗上野介忠順終焉の

地」編 

◆「観音山小栗邸跡」編 

  子ども向け  新刊 

村上泰賢 

   東善寺発行  550円 
▼明治以来、学校で「日本は明治以

後に近代化した」と教え、現在も明

治五年の富岡製糸場から教えて、慶

応元年に始まった横須賀製鉄所建設

をはじめとする小栗様の日本近代化

の努力や業績は教科書で触れず、ほ

んとうの「日本の産業革命の地－横

須賀造船所」を教えていません。 

▼「日本海海戦で勝てたのは小栗さ

んが横須賀造船所を造っておいてく

れたおかげ」と東郷元帥が遺族に礼

を言った言った通りで、負けていたら日本海は自由に航海でき

ず、ロシアの言いなりの国となって、日本の歴史がずいぶん変

わっていたでしょう。こういう知られない歴史もいっぱい。 

▼文中の【くわしい話】が大人にも面白い、勉強になる、と好評

をいただいています。数冊買って「孫にあげ、小学校へも寄付す

る」方もいます。         ＊寺で販売しています。 

◆「マンガで読む 儒学者・安積艮斎」安藤智重・文芸社1,200円 

◆「築地ホテル館物語」永宮和・原書房2,000円 

◆「西郷隆盛と大久保利通の明治維新」鈴木荘一・さくら舎1500円 

◆「薩長史観の正体」武田鏡村・東洋経済1,500円 

◆「江戸無血開城、通説を覆す」山本紀久雄・ベストブック1500円 


